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【公表日】平成22年1月7日(2010.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2010-001
【出願番号】特願2009-524228(P2009-524228)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｂ  39/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｂ  39/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月11日(2010.8.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車エンジン用のスーパーチャージャを作動させる方法であって、前記スーパーチャ
ージャが、エンジンのクランクシャフトに結合するための入力軸であって第１の電気機械
の回転子及び遊星歯車列の第１の要素に結合される入力軸と、コンプレッサ及び前記遊星
歯車列の第２の要素に接続される出力軸とを有し、前記遊星歯車列の第３の要素が第２の
電気機械の回転子に接続され、前記第１の電気機械が前記第２の電気機械へ電気エネルギ
を供給するために選択的に作動可能であり、該方法が、
　ａ）前記エンジンの目標出力を示す１つ又はそれ以上の入力に応答して、前記コンプレ
ッサを加速又は減速させるために前記第２の電気機械をモータ又はジェネレータとして選
択的に作動させ、それによって前記エンジンの出力を増大又は減少させるようにするステ
ップと、
　ｂ）前記第２の電気機械の作動によって生じる前記入力軸から前記クランクシャフトへ
伝えられるトルクを制御するために前記第１の電気機械をモータ又はジェネレータとして
選択的に作動させるステップと、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記ステップ（ｂ）が前記入力軸から伝えられるトルクの変化率を制御するステップを
含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ステップ（ｂ）が前記入力軸から伝えられるトルクの変化率を減少させるステップ
を含む請求項１又は２に記載の方法。ステップ（ｂ）は前記トルクの前記変化率が１つ又
はそれ以上の限界を上回らないように前記トルクを制御するステップを含むことができる
。
【請求項４】
　前記ステップ（ｂ）において、前記第１の電気機械が前記入力又は各入力に応答して作
動される請求項１から３までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　目標出力増大を示す前記入力又は各入力に応答して、前記ステップ（ａ）が第２の電気
機械をモータとして作動させるステップを含み、前記ステップ（ｂ）が前記第１の電気機
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械をモータとして作動させるステップを含む請求項１から４までのいずれか一項に記載の
方法。
【請求項６】
　複数のレベルの目標出力増大があり、前記ステップ（ｂ）が、目標出力の小さい増大を
示す前記又は各入力に応答して前記第２の電気機械に少なくとも部分的に動力供給するた
めに前記第１の電気機械をジェネレータとして作動させるステップを含む請求項５に記載
の方法。
【請求項７】
　複数のレベルの目標出力増大があり、前記ステップ（ｂ）が、目標出力の中位の増大を
示す前記又は各入力に応答して前記第１の電気機械をモータとしてもジェネレータとして
も作動させないステップを含む請求項５又は６に記載の方法。
【請求項８】
　複数のレベルの目標出力増大があり、前記ステップ（ｂ）が、目標出力の大きい増大を
示す前記又は各出力に応答して前記第１の電気機械をモータとして作動させるステップを
含む請求項５、６又は７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ステップ（ｂ）が、前記エンジン及びスーパーチャージャによる動力供給を受ける
車両が静止状態から加速することを示す前記又は各入力に応答して前記第１及び第２の電
気機械をモータとして作動させるステップを含む請求項１から８までのいずれか一項に記
載の方法。
【請求項１０】
　目標出力減少を示す前記又は各入力に応答して、前記ステップ（ａ）が前記第２の電気
機械をジェネレータとして作動させるステップを含み、前記ステップ（ｂ）が前記第１の
電気機械をジェネレータとして作動させるステップを含む請求項１から９までのいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１１】
　複数のレベルの目標出力減少があり、目標出力の大きい減少を示す前記又は各入力に応
答して前記コンプレッサを減速させそれによって前記コンプレッサの失速を少なくとも回
避しようとするために前記ステップ（ａ）において前記第２の電気機械がジェネレータと
して作動され、前記ステップ（ｂ）が前記スーパーチャージャから前記エンジンへ逆向き
に伝えられるトルクの変化率を減少させるために前記第１の電気機械をジェネレータとし
て作動させるステップを含む請求項１から１０までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記エンジン及びスーパーチャージャによる動力供給を受ける車両のギアチェンジとア
クセルの解除とクラッチ外しとのうちいずれか又は全部を示す前記又は各入力に応答して
、前記ステップ（ａ）が前記第２の電気機械をジェネレータとして作動させるステップを
含み、前記ステップ（ｂ）が前記第１の電気機械をジェネレータとして作動させるステッ
プを含む請求項１から１１までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　さらに、目標出力減少を示す前記又は各入力に応答して回生制動を与えるために前記第
１の電気機械をジェネレータとして作動させるステップを含む請求項１から１２までのい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記エンジンによる動力供給を受ける車両の制動を示す前記又は各入力に応答して回生
制動を与えるために前記第１の電気機械が作動される請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　エンジン速度が新しいギアにおいて現在の車両速度のために必要とされるエンジン速度
に実質的に合致するように前記エンジンによる動力供給を受ける車両におけるギアチェン
ジ時の前記エンジンの速度を制御するために、前記第１の電気機械をモータ又はジェネレ
ータとして作動させるステップを含む請求項１から１４までのいずれか一項に記載の方法
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。
【請求項１６】
　前記アクセルが踏み込まれかつ前記エンジンがホイールに結合されないときに前記エン
ジンを支援するために前記第１の電気機械をモータとして作動させるステップを含む請求
項１から１５までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　エンジンがアイドリングのとき又はアイドリングに近いときに前記第１の電気機械をモ
ータ又はジェネレータとして作動させてそうでない場合よりも一定の速度で前記エンジン
が作動するようにするステップを含む請求項１から１６までのいずれか一項に記載の方法
。
【請求項１８】
　前記エンジンの実際の気筒の着火と着火の間に概念的（notional）付加的な気筒の着火
を模倣するために前記第１の電気機械をモータとして作動させるステップを含む請求項１
８に記載の方法。
【請求項１９】
　前記エンジンが低速でアイドリングするのを許容しそれによって燃料を節約するために
、前記第１の電気機械をモータとして作動させかつ任意に前記第２の電気機械をモータと
して作動させるステップであって、そうでない場合の前記エンジンのアイドリング速度よ
りも低い速度で前記第１の電気機械をモータとして作動させかつ任意に前記第２の電気機
械をモータとして作動させるステップを含む請求項の１から１８までのいずれか一項に記
載の方法。
【請求項２０】
　前記エンジンの始動時に前記エンジンをクランキングするために前記第１の電気機械を
モータとして作動させるステップを含む請求項１から１９までのいずれか一項に記載の方
法。
【請求項２１】
　前記エンジンの前記クランクシャフトをあらかじめ決められた又は既知の位置に又はこ
れに隣接して位置決めするために前記エンジンの停止中に前記第１の電気機械をモータと
して作動させるステップを含む請求項１から２０までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項２２】
　必要ないときに前記エンジンを停止し始動するために前記第１の電気機械をモータ又は
ジェネレータとして作動させるステップを含む請求項１から２１までのいずれか一項に記
載の方法。
【請求項２３】
　前記エンジンの始動時に前記エンジンをクランキングするために前記第１の電気機械を
作動させるのに必要な電気エネルギの少なくとも一部を供給するためにコンデンサを放電
するステップを含む請求項１から２２までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項２４】
　請求項１から２３までのいずれか一項に記載の方法に従って前記スーパーチャージャを
作動させるよう構成される請求項１から２３までのいずれか一項に記載のスーパーチャー
ジャ用制御装置。
【請求項２５】
　請求項１から２３までのいずれか一項に記載の方法の前記ステップを前記制御装置に実
行させるためにプログラムされそのために動作可能なプロセッサを含む請求項２４に記載
の制御装置。
【請求項２６】
　前記プロセッサがエンジン制御ユニット（ＥＣＵ）の少なくとも一部である請求項２４
に記載の制御装置。
【請求項２７】
　請求項２５又は２６に記載のプロセッサ。



(4) JP 2010-500506 A5 2010.9.30

【請求項２８】
　コンピュータプログラムであって、制御装置によって実行されると請求項１から２３ま
でのいずれか一項に記載の方法の前記ステップを前記装置に実行させるコード部を有する
コンピュータプログラム。
【請求項２９】
　請求項２８に記載のコンピュータプログラムを示す記録を有する記録担体。
【請求項３０】
　モータとして作動する前記又は各電気機械への電気エネルギと、ジェネレータとして作
動する前記又は各電気機械からの電気エネルギとの一方又は両方を運ぶために構成された
電圧バスを含み、前記電圧バスが、前記電気機械によって生成される正味電気エネルギを
蓄積しかつ前記電気機械が必要とする正味電気エネルギを供給可能な電気エネルギの充電
式蓄電装置に接続され、前記充電式蓄電装置が高電圧容量性蓄電用に構成されたコンデン
サなどコンデンサを含む請求項２３に記載の制御装置。
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